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■都市のブランド化が求められる背景 

צּ  צּ שּקּ ︣ ḭ

ḭ צּ ךּ ︣Ḯ 

︡לּכֿ  ḭנּ ṇ ︡ḭ קּ

צּ נּ טּ ḭ וֹ ḭשּ ︣ ךּ

︣Ḯ 

第１章 「都市ブランド」とその必要性 

⁸ ֝  

■松山市における都市のブランド化 

ךּףּ  צּ אל ףּ ḭ

︣ טּצּ ︣Ḯ 

 ḭ ︣

פּ ︣ ṡ Ṣ ︡ ︣Ḯ 

■都市ブランド戦略の目指すもの 

 ḭ ṇ כֿ ḭ

אל כֿ טּ ḭ לּ צּ אל ︣Ḯ 

 

●都市ブランドの効果 
וֹףּ            Ḳ  

וֹףּ   Ḳ  

וֹףּ            Ḳ ḱ ḭ צּ  

⁸ ̸  

都市 
ブランド 
の確立 

事業
展開 

都市ブランド 
戦略プランの 

策定 

都市ブランド戦略ビジョンの策定 

 
 

 
    

魅力や価値を 
創造 

磨き、 
輝かせる 

効果的に訴求 
イメージや 
信頼を向上 

行政・住民・企業・団体が、ともに取り組む 

都市の目標
を実現 
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道後温泉・道後温泉本館の魅力ですら、 
松山市のイメージとして伝わってない可能性がある。 

 
１．２人に１人は、松山市のイメージがない 

イメージ想起率 
（都市のイメージについて16 項目のうち1項目以上回答している人の割合） 
  ḱ 47Ṿ 158 Ḯ 
  ḱ 68 .2Ṿ 30 ḭ 67 .8Ṿ 34 Ḯ 

 

２．松山市は「観光・レジャー」「歴史・文化」のイメージ 
「観光・レジャーのまち」のイメージ 
 ḱ 28Ṿ 98 ḭ 59Ṿ 7 Ḯ 
「歴史・文化のまち」のイメージ 
 ḱ 23Ṿ 46 ḭ 50Ṿ 4 Ḯ 

 

３．松山市の関東でのイメージ想起率は、中四国と比べて半分以下 
「観光・レジャーのまち」のイメージ 
 ḱ 47Ṿ ḭצּ 21Ṿ Ḯ 
「歴史・文化のまち」のイメージ 
 ḱ 41Ṿ ḭצּ 18Ṿ Ḯ 

 

４．魅力資源として「温泉」や「歴史的建造物」の評価が低い 
「温泉」の魅力資源評価が別府市の約3分の1 
צּ   ךּ ךּ ךּ טּצּ Ḯ 
「歴史的建造物」の魅力資源評価も低い 
צּ   ךּ ךּ טּצּ Ḯ 

第２章 現状と課題 

 ể ṇ ךּ   

    
松山市の都市イメージは、全国的に伝わっていない 

וֹ  ︣ ḭṡ

2011Ṣ ḭ ︡ ︣ ḭ ︡ ṡ ṇ

2011Ṣ ︡ḭ ḱ ḱ ךּ ︡ Ḯ 

כֿ  פּ ḭ ṇ ḭ ḱ ḱ ḭ ךּ ḭ

ḭ פּ ︡ḭ

וֹ ףּ ễ ︡ ︡ Ḯ 
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 Ễ ḱ ḱ ךּ   

    

 ḭ 79 ḭ
94 156צּ

ףּ ḭ
Ệ שּקּ וֹ ךּ Ḯ 
 
צּ  ךּ ḭ
ḱ ךּ Ḯ 

 
 ḭ
ףּ

︡ טּ נּ Ḯ 
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松山市に関する情報接触度が低い。 
情報接触度の低さが、認知度、魅力度の低さにも影響。 
  
 79 ḭ 94 ḭ 156 ￼ךּ  ךּ
 ṡ Ṣṡ Ṣṡ Ṣ ךּ ︣ צּ  ךּ
ḭצּאל  ḱ אל  

認知度・魅力度が低く、特に情報接触度が低い 
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松山市  

156位 

松山市 

79位  

 
 

 

松山市 94位 

順位 

 ễ ḱ ךּ   

愛媛県は愛着度17 位と比較的高いのに対し、 
自慢度は30 位と低い。 
 
 ḭ ḭ ḭ פּ ︢ ךּ

ḭ צּ ךּ  Ḯךּ

Ḳ 2011 

Ḳ ṇ 2011 

ṕṾṖ 
ṕṾṖ 

市民の愛着度は高いものの、地域を自慢できる人が少ない 



6 

 松山市は、温泉・城・文学以外にも、さまざまな資源があり 
同時に街としての暮らしやすさやあたたかさなどのイメージも加味され

豊富な魅力を持った都市といえる。 

第３章 課題の考察 

ể ṇ ךּ  

ễ וֹ ךּ ︡ Ḯ 

■「温泉」「歴史」「文化」のイメージ 
 ṡּך Ṣ ṇ ḭ
ṣ Ṥ שּ ︣ ḭṡ Ṣ ṡ Ṣṡ Ṣ

︡ קּ ︡ Ḯ ṇ ṡ Ṣṡ Ṣּצ
צּטּ ךּ ︣Ḯ 

 

■「食」「海・島」が、外から高い評価 
 ḭ פּ ︡ שּ אל טּצּ כֿ צּ פּ ︡ Ḯ 
 ḭṡ פֿ Ṣ אל ḭּף ḭ

ךּ ṣ ṤḮ ︡ ḭ ḭ ṣ Ṥ
ṣ ṄṤ ךּ ḱ ︣Ḯ 

 

■「あたたかい」「癒される」情緒的イメージ 
 ḭ ṕ Ṗ ḭ¬ כֿ ךּ לּ נּ ºפּ ךּ

ךּףּ ḭ ṇ צּ וֹ ︡ Ḯ 
 ṡּף פּ טṢṡּפּ ךּפּ טּצּ Ṣṡ אל Ṣ ḭ

ḭשּ ḭּף אל נּ ṡּף ︡ Ṣ טּ ḭ
פּ טּ ךּפּ טּצּ ︣Ḯ 

כֿ    ךּףּ טּ ḭ נּךּ ︣Ḯ 

路面電車 

道後温泉 

瀬戸内海
国立公園 

松山城 

坊っちゃん
列車 

道後温泉本館 

瀬戸のまつやま 
海ごはん 

紅まどんな 

ぼっちゃん 
島あわび 

坂の上の雲
ミュージアム 

子規記念 
博物館 

風早地区と 
鹿島 

忽那諸島 

四国霊場 
八十八ヶ所 ライム 

太陽エネルギー
を活かす都市 

おだやか 

俳句のまち 

街はことばの
ミュージアム 

あたたかい 

コンパクトシティ 

災害の少ない街 

物価が安く暮らし
やすい 

中心部が空港から近く、 
路面電車が中心部を一周
するなど市内交通の便が
良い 

市内各所を自転車や
歩いてまわることが
できる 

温暖な気候で過
ごしやすい 

お遍路さんが通る
ため「おもてな
し」文化がある 

文化的 

静か 

癒される 

快適で便利 人情 

歴史 文学 

温泉 

海・島 

食 

おだやか 
癒し 

暮らしやすさ 

産業 

職住近接 

四国で一番 
人口が多い 

大都市 
学生が多い 

働き手 
まじめ 

教育レベルが高い 

自然環境 

松山市の魅力 
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■テレビ番組からの情報取得が少ない 
פּ  צּ שּ ךּ ḭצּ︣

צּ ךּ ךּ ︣Ḯ 
 ḭ ︣ ḭ ḭ

23Ṿ ︡ḭ 9Ṿ ךּ ︣Ḯ 

 
■インターネットからの情報取得が少ない 

 ḭ ḱ פּ ṇ צּ
ךּ ḭצּ︣ ṇ פּ

צּ ךּ ךּ ︣Ḯ 

 
■首都圏での認知度・情報接触度が低い 

 ḭ ḭ ḭ ךּ ḭ
צּ שּ טּצּ ḭ וֹףּ ︡ ḭ

בֿטּצּ ︣Ḯ 

 
■性別や年代別に高い評価となる地域資源が異なる 

ךּ  ךּ ṡ Ṣḭ ṡךּ Ṣ
ṡ Ṣṡ Ṣḭ ךּ ṡךּ ḱ Ṣ ḭ

︣ ḭ פֿ ךּ צּ בֿטּשּ ︣Ḯ 

 

 松山市は、テレビ番組やインターネットからの情報取得が少なく 

エリアでは首都圏での認知度・情報接触度が低い。 

 地域資源では性別・年代別に高い評価を得るものが数多くある。 

Ễ ּך  

ṇ ḭ וֹ ḭשּ צּ

אל ḭ אל קּ וֹ ︡ ḭצּ וֹ

︡ כֿ צּ ︣Ḯ 

כֿ ︣ צּ וֹ צּ ḭ פּ

ךּ צּ צּ ︣Ḯ 

שּ ḭ ḭּט ךּ פּ ךּ

ḭ ︢ ךּ ḭ ︡

︣ בֿ ךּ ḭ ךּ נּ Ḯ 

︣ ḭאל ︡ ḭ בֿ שּךּ

כֿ צּ ︣Ḯ 

ễ ּך  

■市民の地域への愛着や誇りの高まりが重要 
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第４章 都市ブランドの確立に向けた基本方針 

■松山市都市ブランド戦略の目標と方針 

都市ブランドの確立に向けた基本方針 

    全国の人々から「選ばれる都市」の実現 目標 

都市イメージと認知度を 
高めるための取り組みを 
総合的・戦略的に推進 

都市ブランド戦略の推進 

ˆ
ҧ

 

 
טּ שּ  

まちづくりの推進 

■都市イメージと認知度を高めるための取り組みを総合的・戦略的に推進 
 
וֹףּ  ḭ Ṅּפ ṡ Ṣ
︣ כֿ טּ ḭ שּ ḭ ṇ

ḱ ︡ כֿשּךּ ︣Ḯ 
 ︡ ḭṡ ṇ Ṣṡ Ṣ
ṡ Ṣ כḭֿבֿ שּ ︣ כֿ ḭ

︣Ḯ 
 

 
 

都市イメージの 
明確化 

  

 ṇ צּ
ךּ כֿךּ

פּ ḭ ḭ
ṇ ︣
ḭ ṇ
ṕ נּ Ṗ

︣Ḯ 

 
 

戦略的な 
情報発信 

  

 ḱ ḱ
צּ כֿךּ פּ ḭ ṇ

︣
ḭ

︢ נּ
לּ
︣Ḯ 

 
 

市民の愛着や 
誇りの向上 

  

צּ 
ḭ ︡
︡ שּךּ ḭ

צּ
ךּ ṡלּ ṇ

Ṣ
︡ ︣Ḯ 

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３ 
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 ṇ צּ ךּ כֿךּ פּ ḭ
ḭ ṇ ︣ ḭ ṇ

ṕ נּ Ṗ ︣Ḯ 
 

■市民による意見交換をもとに、都市イメージを明確化 

 ṇ ︡ḭ ︡ ṇ

ךּ כḭֿךּ ︡ צּ ṇ ︡ ︣Ḯ 

 

■都市イメージや魅力を見える形に 

 ︣ ︡ ︡ ṇ ךּ ḭ

︣ ḭ אל︡ פּ שּ︣ ︣  
ṕ ṇ Ṗ ︢ ḭ ︣ ṇ ṇ

︣Ḯ 

都市イメージの明確化 ể 

コンセプト開発 
ḭ אל︡  

都市イメージの明確化に向けたステップ 

明確な都市イメージを構築 

松山市都市イメージ調査結果ほか 

市民によるワークショップ等で、市民意見を集約 

ステートメント制作 
ḭ אל︡ ךּ  

ブランドメッセージ制作 
אל︡ ︣  

ロゴマーク制作 
אל︡ ︣ ṇ  
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 ḱ ḱ צּ כֿךּ פּ ḭ ṇ ︣
ḭ ︢ נּ לּ

︣Ḯ 
 

■魅力を効果的に伝える情報発信 
 ṇ צּ אל צּ וֹ ḭ

ṇ צּ Ḯ 
צּ  לּ ḭ ṡ6W2HṢ נּ ḭקּ

ḭ ṇ ḭ נּ ︡ḭ ךּ ︣Ḯ 
  

 

 

戦略的な情報発信 Ễ 

 
What 

 
Why 

 

Who 
 

Whom 
 

When 
 

Where 
 

 
How 

 

 
How many 

 

ḱ

 

ḱ

  
 

ḱ
 

 
ḱ

 

ḱ

 

ḱ

 
 

ḱ

 
 

  
 

 
  

 
 

 

■現状分析からの戦略的な情報発信 

  ︢ ḭ   
 ︣ ṇ ︡ כֿלּ ḭ  
 ︣ כֿ צּ קּ ︣Ḯ 
  マスメディアやインターネットなどの発信媒体、またエリアやターゲット、 
 発信する内容等を的確に組み合わせるなど、戦略的な情報発信を進めます。 

  Ẍ Ḳ ︣שּ כֿ צּ  

  Ẍ Ḳ ṇ פּ כֿ צּ  

  Ẍ  Ḳ צּ ךּ צּ  

  Ẍ   Ḳ ︢ נּ צּ  

W H 

情報発信の分析結果 
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市民の愛着や誇りの向上 ễ 

צּ  ḭ ︡ ︡ שּךּ ḭ
צּ ךּ ṡלּ ṇ Ṣ

︡ ︣Ḯ 
 

Ẍ市民と協働で推進計画を作成 

 ︡ שּךּ ḭ ︣ פּ ︢
ḭ ︡ ḭךּ ︡ ︡ḭ

︡ צּ ḭּף צּךּ ︡ נּ לּ ︣
טּצּ ︣Ḯ 

 ṕ Ṗ שּ ḭ ṇ
︢ ḭ ḭ ︣ ︣
︡ ︣Ḯ 

 ḭ פּ טּ ḭ פּ ḱ וֹ
︡ ḭ לּ ḭ

לּ ︡ ︣Ḯ 

 

■「オール松山」体制による推進基盤を整備 

טּ  ḭ צּ כֿ קּ צּ
כֿ פּ ḭ קּ לּ שּ

ḭṡ ṇ Ṣ שּךּ ︡ ︣Ḯ 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

NPO 
 

 

 

 
 

⁸  

⁸Ẇ  

⁸Ẇ  ⁸Ẇ  

⁸Ẇ  

שּ כֿ  
בֿ Ḯ 

⁸  
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Â今後のプロセス 

    25 ḭֿכ ṡ Ṣ שּ  
   ︡ḭ ︡ ︣Ḯ 
    ḭ ︣ ḭ לּ ḭ  
כֿ    ḭ קּךּ ︣Ḯ 

都市ブランド 
検討会議 

 
ḱ ḭ

 

市民ワーク 
ショップ 

 

︣

 

首都圏ふるさと 
ミーティング 

 
פּ

ךּ  

 

ブランド価値
の視覚化 

 
ḱ ṇ  
ḱ ṇ  
ḱ ṇ  

 
 

 
  

 
 

23  24  

 
 
 
 

 
 

ＷＥＢサイト 
の開設 

 
ḱ  
ḱ  

25 Ṍ 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立 
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Ẓ790 -8571  

ỉ Ễ 
Tel  ṕ089 )948 -6707  
Fax   (089)934 -1804  
e-mail  city -brand@city.matsuyama.ehime.jp  

 
Ṯ וֹ ṯ 

 


